
学校教育学科 カリキュラム・ツリー 
ＤＰ１： 

こども理解と教育実践力 

ＤＰ２： 

 各教科についての専門的知識・技能 

 

ＤＰ３： 

思考力・判断力・表現力 

ＤＰ４： 

協働的・創造的な課題解決力 
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小中教育実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ. 教育の基礎的理解 
に関する科目等 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ. 教科及び教科の指導法 

A-1. 教科に関する科目  

体育実技演習,   理科概論 

 

 

 

 

 

 

日本語・日本文学概論, 社会概論,  

生活概論, 外国語概論, 

 

算数概論, 理科実験・観察, 音楽実技演習, 

図工実技演習, 家政学概論, 

 

教育フィールド研究Ⅲ 

 

 

 

介護体験実習 

教育フィールド研究Ⅱ 

 

 

 

教育フィールド研究Ⅰ 

 

Ｃ. 大学が独自に 

設定する科目 

A-2. 教科の指導法   

国語科指導法, 社会科指導法, 算数科指

導法, 理科指導法, 生活科指導法, 家庭科

指導法, 音楽科指導法, 図画工作科指導法, 

体育科指導法, 外国語科指導法,  

D-2. 関連科目・選択科目等 

 

教育フィールド研究 V・Ⅵ 

STEAM 教材研究演習Ⅰ・Ⅱ 

Introduction to IB Education 

Approaches to teaching and learning  

Reflection and Assessment  

Integrated Learning & Teaching 

海外教育事情研修 

交換留学プログラム 

児童期・思春期理解と教育 

ジェンダーセクシュアリティーと教育 

環境教育 

 

３
年
次 

 

 

 

 

 

 

 

D-1. 系専門科目（例）                  

教育実践論・子ども発達

臨床・知的障害教育総

論・カウンセリング・日

本文学史・社会科学調査

実習・代数学基礎・幾何

学基礎・基礎物理学・基

礎化学・基礎生物学・基

礎地学・被服学・調理学・

歌唱・器楽・美術史・ 

ものづくり・体育実技・

英語リスニングスピーキング 

 

 

４
年
次 

〇副免許科目 

中等教育実習（数学・理科） 

教科および教科の指導法（数学・理科） 

特別支援学校教育実習 

特別支援教育に関する科目 

専門演習Ⅲ・Ⅳ（４年次ゼミ） 

特別支援教育概論 

教育心理学 

教職概論 

教育原理 

専門演習Ⅰ・Ⅱ（３年次ゼミ） 
共
通
教
養
科
目
（
日
本
国
憲
法
・
情
報
・
体
育 

等
） 

共
通
外
国
語 

教育課程論 

教育方法論 

教育における ICT 活用 

生徒・進路指導論 

教育関係法規 

道徳の指導法 

学校相談心理学 

総合的な学習の時間の指導法 

特別活動の指導法 

 

教職実践演習           卒業研究・卒業論文 



   

                                             

説 明 

 

〇 カリツリーの見かた 

・科目名の色（科目の種類によって指定されている） 

緑色：1年生科目、  青色：2年生・必修科目、  オレンジ色：選択必修科目、  赤色：３・４年生の演習・卒論・教職実践演習 

・青い矢印や太線  科目の系統性や相互関係を示す。 

・学年は下から上に進む。各学年で標準的に履修する科目を、時間軸上のおよその位置に配置してある（正確ではない）。 

 

〇 卒業必要単位数：  共通教養（12）＋外国語（８）＋共通体育（２）＋共通専門（２）＋A.教科および教科の指導法（３２）＋B.教育の基礎的理解に関する科目等（33） 

＋C.大学独自の科目（４）＋D.専攻・関連・選択（27） + 卒論（４）   ＝ １２４ 単位 

 

〇 A.教科および教科の指導法 

A-1. 「○○概論」および「○○実技演習」等は、指導法の前提科目ではなく、各教科で必要な基礎的な専門知識や技能を身に付け、その教科の学習活動の本来的な意味を

考える基礎科目として位置づける。 

全ての学生が履修すべき必修科目（算数概論や理科実験・観察、音楽実技演習、図画工作実技演習、外国語概論、体育実技演習）と、 

学生が個人の興味・関心・苦手・得意に応じて選択する選択必修科目（日本語・日本文学概論、社会概論、理科概論、生活概論、家政学概論）に分けられる。 

必修科目はクラス指定されており、その科目が指定する最低履修年次で履修する。 

選択必修科目（クラス指定がない）は各科目の最低履修年次から 3年次までの間に履修することを目安とする。 

A-2. 「○○指導法」は、小学校の各教科の内容や指導法について学ぶ基盤的科目としての位置づけ。 

つまり、A-1と A-2 は、基礎→発展という一方向的な系統性ではなく、各教科の専門的事項と指導法を広く体系的に学ぶ科目群として位置づける。 

 

〇 B. 教育の基礎的理解に関する科目・道徳、総合的な学習の時間等の指導法および生徒指導、教育相談等に関する科目・教育実践に関する科目 

1 年次に教育に関する基礎理論・理念・歴史等を、2 年次に方法論や技術、指導法など、3 年次に教育実習、4 年次に教職実践演習を履修し、教育の基礎理論から実践的能

力までを 4年間をかけて系統立てて学ぶ。 

〇 C. 大学が独自に設定する科目： 教育フィールド研究Ⅰ～Ⅲ、介護等体験実習 

〇 D. 専攻： 専門的力量を高めるための発展的・高度な内容を含む科目群 

   D-1.  系専門科目： 学生が所属する系の専門科目から指定された単位数（12、１４、１６単位）を修得し、専門的力量を高める。 

   D-2. 関連科目・選択科目：所属する系により、１１、１３、１５単位以上を、関連科目、自他系、自由科目から履修する。資格・副免科目を充てることもできる。 

 

以上の A～Dの科目群を履修することにより、相互に往還・補間・補強しながら、教師としての基礎・基盤、応用力、専門的力量、実践的力量を高めていく。    

  

 


